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令和３年度　東京都小学校体育研究会　 
ボール運動領域部会　

一人一人の子供が深い学びを実現していく体育学習
～子供一人一人が自らの学習課題を見いだすための手立ての工夫～
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１学期 ２学期 ３学期

５年生

６年生

ボール運動領域の年間計画

ネット型 ベースボール型 ゴール型（ハンドボール）

oｒ

ネット型かベースボール型 ゴール型（バスケットボール） ゴール型（サッカー）
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ゴール型の特性

チームで連携してボールを前進させ、 
得点をめぐる攻防をする

味わいにくくなっている・・・
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コロナ禍でのゴール型の実施状況
ゴール型の特性を 
味わえているか

味わえている
61%

わからない
39%

R2とR3の 
ゴール型実施状況

共に実施なし
15%

R3は実施
25%

共に実施
60%

２３の市区町村　１４２名の先生方から回答をいただきました
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ボール運動領域の年間計画

ゴール型の選択肢の１つとして

「トリハン」
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「トリハン」の教材としての価値とは何か
３対３の少人数で行い、攻守入り交じることに制限がある

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の 

　
　
実
施
も
検
討
で
き
る

　
　
状
況
判
断
が
容
易

　
　
シ
ュ
ー
ト
局
面
が
多
い
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トリハンを実践する上での課題が明らかになった
一人一人が学習課題を見いだし、解決していく学習

　
　
多
人
数
学
級
で
の 

　
　
実
施

　
　
チ
ー
ム
の
作
戦
と
の 

　
　
つ
な
が
り

　
　
教
師
の
支
援
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✖

トリハンを実施する上での課題 研究主題



11

　

学習内容

ゲームの型に 
応じた作戦

自己やチームの特徴に 
応じた作戦

中学年 高学年

個人の学習課題とチームの作戦のつながり
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子供が作戦を考えるときの視点
教師の指導（評価）の指標

作戦の捉え方


